
書き込み年表 advanced⑩、　ユーラシア史(モンゴル帝国の制覇まで) (皇帝の年代は在位をあらわす)

前 イラン高原以西 西トルキスタン 東トルキスタン モンゴル高原 中国
6C アケメネス朝 スキタイ、ウクライナの 騎馬戦術 騎馬遊牧民の活動

草原地帯を支配(前6世紀頃)広まる 活発に

前 セレウコス朝シリア 烏孫、天山山脈に 匈奴、勃興
4C 月氏、タリム盆地東部に

それぞれ勃興
オアシスの道(シルクロード)での交易

パルティア バクトリア(前255?～139) 匈奴 秦
(前248?～後224) 月氏西方へ 冒頓単于 始皇帝(前247～前221)

(前209～174) 蒙恬を匈奴征伐に派遣
(前215)
前漢(前202～後8)

前 白登山の戦い(前200) 劉邦(前202～前195)
200 冒頓単于、前漢の劉邦に大勝

前漢、匈奴に貢納
大月氏(前140?～後1C) 月氏、烏孫に追われ西方へ 武帝(前141～前87)

張けんを大月氏に
派遣(前139～126)

匈奴攻撃(前漢武帝,前129)
武帝、敦煌郡をおく(前121) 衛青、霍去病による勝利

フェルガナ遠征
前 (李広利,前104)
100 西匈奴滅亡(前36) 匈奴、東西に分裂(前60?)

東匈奴 前漢の王昭君、東
匈奴に嫁ぐ(前33)

AD 1
(大月氏の諸侯の一つ) 後漢(後25～220)

(北匈奴西方へ) 東匈奴、南北に分裂(後48?)
クシャーナ朝 亀茲(クチャ)に西域 後漢の班超、タリム
(1C半ば～) 都護府、班超就任(91) 鮮卑、覇権確立 盆地平定(73)

鮮卑(1C末～)
100 甘英パルティアに到達?ガンダーラ美術 班超、甘英をローマ帝国に派遣(97)

栄える 鮮卑、モンゴル高原を
200 統一(156)

ササン朝(224～651)
300 晋(265～316)

五胡、華北に進出(4C初頭)
400 北魏(386～534)

エフタル勢力拡大 柔然(5C～) 北魏、華北統一(439)
500 (5C半ば～)

ホスロー1世(531～579) 突厥(552～)
突厥、柔然を滅ぼす(555)

突厥、東西トルキスタン、モンゴルを支配下に
エフタルを征服(563) 突厥ササン朝とエフタルを挟撃(563)

隋(鮮卑系, 581～618)
600 突厥、東西に分裂(583) 隋、突厥を攻撃

唐(鮮卑系, 618～907)
東突厥、唐に制圧される(630) 東突厥制圧

ニハーヴァントの戦い
(642) ササン朝滅亡
(正統カリフ時代) 西突厥、唐に服属(657) 西突厥制圧
ウマイヤ朝(661～)

700 東突厥、唐より再独立(682)
ウィグル(744～)

アッバース朝(750～) 東突厥を滅ぼす(744)
タラス河畔の戦い(751)唐、アッバース朝に大敗

ウィグル、安史の乱で 安史の乱
800 唐を援助(763) (755～763)

ウィグル、キルギスの侵入で
トルコ人奴隷兵 分裂(840)
(マムルーク)の採用 サーマーン朝 ウィグル、タリム盆地へ移住
始まる (イラン系、875～) （中央アジアのトルコ化)

900
イラン高原以西 西トルキスタン 東トルキスタン モンゴル高原 中国



イラン高原以西 西トルキスタン 東トルキスタン モンゴル高原 中国
900 ブワイフ朝(シーア派,932～1062)

ブワイフ朝、バグダード カラハン朝(トルコ系,9C半ば～)
入城(946) カラハン朝、カシュガルを占領

イスラーム教を受容する(960?) 遼(960～) 北宋(960～1127)
カラハン朝、サーマーン朝を 耶律阿保機

1000 滅ぼす(999)
澶淵の盟(1004)

セルジューク朝(トルコ系,1038～1194) 西夏(1038～)
トゥグリル=ベク(1038～1063) 李元昊 慶暦の和約(1044)

トゥグリル=ベク、
バグダード入城(1055) カラハン朝、東西に分裂(10C半ば)
宰相ニザーム=アルムルク(イラン人)
ニザーミーヤ学院創設(1067)
マンジケルトの戦い(1071)

1100 ビザンツ帝国に勝利 ホラズム=シャー朝(1077～1231)
金(1115～) 完顔阿骨打
金、遼を滅ぼす(1125)

靖康の変(1126)
(東カラハン朝滅亡) カラ=キタイ(西遼) 遼、西走(1132) 南宋(1127～1279)

耶律太石
(西カラハン朝臣従, 1137) 紹興の和議(1142)

セルジューク朝滅亡
1200 (1194) モンゴル帝国 首都：カラコルム

ナイマン、西遼を チンギス=ハン(1206～1227)
滅ぼす(1211)

ホラズム=シャー朝を チャガタイ=ハン国 ナイマンを征服(1218)
征服(1221) (1227～14C後半) 西夏を征服(1227)

オゴタイ=ハン(1229～1241)
バトゥ(チンギスの長子ジュチの子) チンギスの第3子
バトゥ、ヨーロッパ遠征(大西征,1236) 金滅亡(1234)
ワールシュタットの
戦い(1241) バトゥ,サライ(南ロシア)に定住

キプチャク=ハン国(1243～1502)
(ウクライナ,ロシア) プラノ=カルピニ、カラコルムへ(1246)

(フランシスコ修道会)
モンケ=ハン(1251～1259)

フラグ(モンケの弟) チンギスの末子トゥルイの長子
フラグ、西アジア遠征(1253) フビライ、チベットを
フラグ、アッバース朝を 服属(1254) ルブルック、カラコルムへ(1254)
滅ぼす(1258) 高麗、モンゴルに
イル=ハン国(1258～1353) 服属(1259)

フビライ=ハン(1260～94)
モンケの弟 大都(北京)に遷都

(1264)
ハイドゥ(オゴタイの孫) ハイドゥの乱(1266)
モンケ、フビライと パスパ文字公布(1269)
トゥルイの子孫が マルコ=ポーロ、大都に国号を元に(1271)
続けてハンとなった 到着(1275) 元(～1368)
ことに反抗 臨安占領、南宋降伏

(1276)
(オスマン朝アナトリア 郭守敬、授時暦を作成 崖山の戦い(1279)
に成立(1299) ) (1280) パガン朝(ビルマ)に
ガザン=ハン(1295～1304) モンテ=コルヴィノ大都 侵攻(1287)
ガザン=ハン、イスラーム でカトリック布教(1294) ジャワ遠征失敗(1292)

1300 に改宗(1295) フビライ死去(1294)
宰相ラシード=アッディーン(イラン人) チャガタイ=ハン国 科挙を実施(1313)

イスラーム化(14C) イブン=パットゥータ、大都に到着(1346)
東西に分裂(14C半ば) 紅巾の乱(1351)

西チャガタイ=ハン国 朱元璋、大都を占領
(1368)

ティムール朝(1370～1507) 明(1368～）
ティムール(1370～1405)

イラン高原以西 西トルキスタン 東トルキスタン モンゴル高原 中国


